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凡例：
－，本文の主旨と参考書
『琉球訳』（1800）の「訳天第四｣、「訳地第五｣、「訳数第七」に漢字表記された琉球寄語
の発音を解読する。十八世紀の北京音と現代四川羅江県（作者李鼎元の故郷）方言音を取り
入れ、琉球音と合わせ、中琉対音を再現する。
首里音は主に『沖縄語辞典』（国立国語研究所1925年)、『クリフォード琉球語彙』（勉
誠社文庫7l亀井孝解説１９７９文中に『琉球語彙』と略称）（原作『ＡＶocabularyofthe
Loo-chooLanguage』（HJCliffordl818年）に参考する。北京音は『李氏音鑑』（李汝珍
1785年）『音韻逢源』（裕恩1840年）に参考する。羅江方言は『四111方言調査報告』（楊時逢
台湾1984年）に参考する。
二、対音字、対音と音記符号
対音字の発音と琉球（首里）音はともに国際音声記号で統一して音記する。各寄語の後
にある←→の前後の［］内は清代（北京）官話音（四川羅江音と『中山伝信録』から取り入
れた寄語に反映された編著者徐葆光の発音はともに解読文に説明する）と解読音（琉球首里
音）である。引用した『沖縄語辞典』の発音の後ろの（）内に「＝」（同じ)、「←」（～か
ら変化してきた)、「→」（～へ変化してゆく）の後ろも国際音記である。解読音の後ろの（）
内にある単語は日本語表記である。『沖縄語辞典』を引用した場合はそれが『沖縄語辞典』の
日本語表記で、引用していない場合はそれが日本本土の日本語表記である。『琉球訳』には実
際に琉球で使っていない言葉と読方が多く取り入れられ、それらの語の発音を解読文に引用
しなく、日本本土と琉球との仮名発音対応関係で、日本語発音を琉球語発音に化して音記す
る。以下は琉球（首里）語音記、日本語仮名（括弧内)、中国語対音字とその発音の順でその
対応関係を示す。『中山伝信録』からそのまま取入れた寄語の対音字は字を［］内にして示
す。四川羅江方言音で音記したと考えられる字は（）内にして表す。その他は北京音であ
る。
１．［,a、９ax］（あ、ああ）：阿［a］
２．［?i、ｉｘ］（い、いい、え、えい）：－［i］
３．Ｐｕ、？uz］（う、うう、お、おう）：武［u］勿［u］烏［u］［屋］［u］五［u］
午［u］
－７７－
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[ka、９a、kaz、gax］（か、が、かあ、があ）：喀［k`a］
[tIi、d3i、ｔｌｉＸ、d3iX］（き、ぎ、け、げ、きい、ぎい、けい、げい、じ、じい、ぢ、ぢい）：
及［tGi］（例外：182條kiXに対音する)。汁［tS1］直［t5lj日［271］［執］［tlsl］（日･執
は濁音に対音)。
[ku、ｇｕ、kux、gux］（く、ぐ、くう、ぐう、こ、ご、こう、ごう）：古[ku］姑[ku］
枯［k`u］孤［ku］骨［ku］苦［k`u］
[sa、Sax］（さ、さあ）：（熟）［sa］（羅江音である。北京音は［βa]）
[li、lix］（し、しい）：石［5t］詩［５１］詩［５１J十［lsl］［細］［Gi］什［５１］
[si、six］（す、すい、せ、せい）：息［si］席［si］洗［si］些［sie］
[su、sux］（そ、そう）：蘇［su］［速］［su］
[ta、ｄａ、tax、dax］（た、だ、たあ、だあ）：答［ta］達［ta］
[tsi、dzi、tsix、dzix］（つ、づ、つい、づい）：即［tsi］（例外：７５條tIiに対音）子［
tsl］
[tu、ｄｕ、tux、dux］（と、ど、とお、どお、とう、どう）：燭［tu］度［tu］禿［
t`u］讃［tu］
[na、naz］（な、なあ）：那［ｎａ］（例外：第201條ｎｏに対音)納［ｎａ］（例外：183條
ｒａに対音）掌［na］
[ni、nix］（に、ね、にい、ねい）：泥［、i］（宜）［､i］（羅江音である。北京音はi）作
［ni］
[①a、①az］（は、｜まあ）：法［fa］（河）［xY］
[のi、①ix］（ひ、へ、ひい、へい）：許［Gy］虚［ｗ］
[①u、①ux］（ふ、ほ、ふう、｜まう、ほお）：父［fu］（例外：104條ｕに対音）
福［fu］甫［fu］（火）［xu］服［fu］
[ba、bax］（ば、ばあ）：巴［pa］ハ［pa］
[bi、ｂｉｄ（び、べ、びい、くい）：比［pi］必［pi］
[bu、bux］（ぶ、ぼ、ぶう、ぼう、ぼお）：（卜）［pu］
[nu、nux］（ぬ、の、ぬう、のう、のお）：奴［nu］（例外：179條ｒｕに対音）
[ｍａ、max］（ま、まあ）：蝿［ｍａ］麻［ｍａ］
[ｍｉ、mix］（み、いみい、めい）：毎［mai］米［ｍｉ］眉［mai］
[ｍｕ、mux］（む、も、むう、もう）：木［ｍｕ］蝿［ｍｕ］
[ia、iax］（や、やあ）：牙［ia］［冴［ia］
[iu、iux］（ゆ、ゆう）：由［iou］有［iou］
[ra、rax］（ら、らあ）：lMi1lUa］［拉］［la］
[ri、ｒｉ？、rix］（り、れ、りい、れい）：里［li］力［li］利［li］
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30．［ru、rux］（る、ろ、るう、ろう、ろお）：禄［lu］六［lu］［羅］［lu］
31．［ua、uaz］（わ、わあ）：瓦［ua］
32．［io］（よう）：若［月uo］晴［io］薬［iau］
33．［Iia］（しや）：蝦［Gia］
34.［liu］(しゆ):壽［5Cu]叔暉u］書[lsu］
35．［liox］（しよう）：説［Suo］学［Gye］
36．［tliox］（ちよう）：覚［tGyo］著［tpuo］
37．［tIxu、tliux］（ちゅ、ちゅう、ちよ、ちよう、きゅ、きゅう）：朱［tSu］諸［tsu］
38．［d3iu、d3iux］（ぢゆ、ぢよう、ぎゆ、ぎゆう）：如［Zu］［祖］［ts`u］
39．［①ia、①iax］（はや、はゃあ）：［撒］［sa］［夏］［Gia］
40．［kaN］（かん、がん）：感［kan］剛［kaU］千［kan］
41．［kuN］（くん、こん、ぐん、ごん）：公［kuU］
42．［tliN］（きん、ちん）：金［tGin］
43．［Sam（さん）：［惨］［san］
44．［ｌｉＮ］（しん、せん）：森［Son］尋［Gyn］［先］［QiCn］
45．［d3iN］（じん、ぜん）：仁［2iin］
46．［ｔａＮｄａＮ］（たん、だん）：且［tan］
47．［baN］（ばん）：版［pan］
48．［buN］（ぼん、ぶん）：奔［buOn］
49．［kuaN］（かん、くわん）：頁［kuan］
50．［iaN］（やん）：筵［ien］
51．［kai］（かい、がい、かえ、がえ）：（街）［kai］（界）［kai］（街界は羅江音であ
る。北京音は［tGie］と発音｡）
52．［mai］（まい）：［買］［mai］
53．［gua］（ぐあ）：括［kua］
54．［kuai］（くあい）：'怪［kuai］
55．［dai］（だい）：代［tai］
56．［poz］（ぼう）：泊［po］
57．［dzu］（ず）：竹［tSu］
58．［tiz］（てい）：［抵］［ti］
以下の音記は本土日本語を記している。
[ko］（こ）：［科］［k`o］
ほかに、不規律な対音もいくつか有る：
[ｍａ］（ま）：毛［mau］
－７９－
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[i］（い）：維［uoi］
[giuau］（ぎわう）：寡［kua］
[p`io］（びょう）：薄［po］
[ki］（け）：［革］［ke］
文中の寄語の通し番号は検索便利のために入れた。寄語の中国語単語は二つ或は二つ以上
有る時、語と語の間に112條「淋雲霧日那喀阿眉」のように一宇あきにする。
鐸天第四
1．天日阿眉［amoi］－諺Ｐａｍｉ（天)］
あめ、大空のこと。
2．字宙霄日蘇Wii1l［sulaルー＞［surａ（空)］
沖縄語辞典に「空sura」とある。
３．束日許喀石［Gyk`a51］←→［①i9ali（東)］
沖縄語辞典に「東hwigasi」（si＝li)、琉球語彙に「eastFingassee」とある。
4．南日米那米［minamiルー＞［ｍｉｎａｍｉ（南)］
琉球語彙に「southminami」とある。
5．西日宜石［JIi51］－＞［nili（西)］
琉球語彙に「westneeshee｣、沖縄語辞典に「西nisi」（si＝li）とある。「宜」は
四111羅江の方言音で、北京語はｉと発音する。
6．北日及答［tGita］－＞［tIita（北)］
琉球語彙に「northcheeta」とある。
7．中央日朱筵［tSuicn］←→［tliuxiaN（中央)］
沖縄語辞典に「中」はｃｕｕ（tIiux）と読む。「央」はｕｕ（uz）と読むべきが「筵」の
発音によると、中国語の「iaU（iaN）の発音をしていると考えられる。
亦日那喀［nak`aルー＞［naka（中)］
沖縄語辞典に「中naka」とある。琉球語彙に「finger，middlenackkaeebee」
とある。
８．早日法牙石［faiast］－＞［のaiaIi（早い)］
亦日阿黙［asa］←→Ｐａｓａ（朝)］
沖縄語辞典に｢朝？asa｣、琉球語彙に｢meaL2nd(twohoursafter）assabung」
とある。熟の聲母は北京語では5で、四川羅江方言ではｓである。
９．晩日古里禄［kulilu］_＞［kuriru（暮れる)］
晩は「夜」の意味で「日暮」にやや違い。
－８０－
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10．晴霧日法里禄［faliru］←→［①ariru（晴れる)］
沖縄語辞典に「晴れるharijuN、（ｈａ←①a）とある。
11．陰霧日古木禄［kumulu］←→［kumuru（曇る)］
沖縄語辞典に「曇るkumujuN」とある。
12．旱日許燭力［Gytuli］←→［①idiri（旱)］
広辞苑「旱ひでり」とある。本土のｄｅ（で）は首里語でｄｉと読む。対音字の
の発音はｄｉとズレがある。
13．神日喀米［k`ami］←→［kａｍｉ（神)］
沖縄語辞典に「神ｋａｍｉ」とある。
14．春日法禄［falu］←→［①aru（春)］
沖縄語辞典に「春haru」（ｈａ←①a）とある。
15．夏日那即［natsi］←→［natsi（夏)］
沖縄語辞典に「夏naQi」にi＝tsi）とある。
16．秋日阿及［atGi］←→Patli（秋)］
沖縄語辞典に「秋？aci」（ci＝tli）とある。
17．冬日父由［fuieu］←→［①uiu（冬)］
沖縄語辞典に「冬huju」（hu＝①u）とある。
18.年歳日燭石［tuS1j←→［tuli（年)］
沖縄語辞典に「年tusi」（si＝ＩＤとある。
19．閏日武禄［ulu］←→［,uru（閏)］
沖縄語辞典に「閏年９urudusi」「閏月？uru月ici」とある。
20.時辰日燭及［tutGi］←→［tutli（時)］
沖縄語辞典に「時tuci」（ci＝tli)、琉球語彙に「hourtwitchee」とある。
21．丑日午石［ulSt］←→［pｕｌｉ（丑)］
沖縄語辞典に「丑？usi」（si＝li)、琉球語彙に「cowmeeooshee」とある。
22．寅日燭疎ｌ［tula］←→［tura（寅)］
沖縄語辞典に「寅tura｣、琉球語彙に「tygertoora」とある。
23．卯日武［u］←→［?uZ（卯)］
沖縄語辞典に「卯？uu」とある。
２４．申日撒禄［salu］←→［saru（申)］
沖縄語辞典に「申saru｣、琉球語彙に「monkeysaroo」とある。
２５．午日鳴［ｍａ］←→ＰＮｍａ（午)］
沖縄語辞典に「午９Ｎｍａ」（?Ｎ←ｕ)、琉球語彙に「horsema（Chinese)」
る。「？Ｎ」の音記がない。
「燭」
とあ
－８１－
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末日一麻答［imata］←→［pimada（未だ)］
音記したのは十二支の第八の「未」（羊）ではなく、前後の言葉に統一していない。
乙日及奴燭［tGinutu］←_［tIinutu（乙)］
沖縄語辞典に「乙cinutu」（ci＝tIi）とある。
丁日許叔度［GylSutu］←→［①inutu（丁)］
沖縄語辞典に「丁hwinutu」（hwi＝①i）とある。「叔」の発音は言葉に合わなく、
「奴（､u)」の誤字だと考えられる。
己日午奴力［unuli］←→Punuri（己)］
「おのれ」は琉球でmunuri」と発音する。この音記は十千の第六の「己」ではな
く、前後に統一しない。
庚日喀瓦禄［k`aualu］←→［kauaru（更わる)］
音記は十干の第七の「庚」ではなく、「庚」は「更」の誤字として音記したと考えら
れる。
この以下は原文に「餘干支各如音讃不復出後佑此」とある。
立春日力順［lilsun］←→［ri？ｌｉｕＮ（立春)］
沖縄語辞典に「立春riQsjuN」（Ｑ＝フｓｊ＝l）とある。
元日日光日即［kuaU軌tsi］←→［gwaNd3itsi（元日)］
沖縄語辞典に「元日ｇｗａＮ子i9i」（?i＝d3i9i＝tsi）とある。
人日日仁日即［Zamiltsi］←→［d3iNd3itsi（人日)］
元夜日光11牙［kuaOia］←→［gｗａＮｉａ（元夜)］
社日日蝦日即［GiaIW1tsi］←→Uiad3itsi（社日)］
雨水日勿洗［usi］←→［pusix（雨水)］
沖縄語辞典に「雨水？u5ii（号i＝si）とある。
「洗」の対音から見ると、子音は未だｓと発音している。
驚蟄日木石勿度禄骨［mu51utuluku］←→［muli9uduruku（虫驚く）］
沖縄語辞典に「虫musi」（si＝li)、「驚く？udurucuN」とある。中国語の「驚蟄」
は日本語の「啓蟄」（けいちつ）である。ここは意訳である。
春分日順奔［sunpuen］←→［liuNbun（春分)］
沖縄語辞典に「春分sjuNbuN」（sj＝li）とある。
上巳日學眉［Gyomei］←→［d3ioxmi（上巳)］
「學」の子音は対音の子音にスレが有る。原本に「巳」は「已」となっていた。沖縄
語辞典に「上巳saNgwa9isaNnici」（三月三日）とある。
寒食日感壽骨［kan5ouku］←→［kaNliuku（寒食)］
沖縄語辞典に「寒ｋａＮ｣、「食sjuku」（sj＝li）とある。
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41．清明日詩眉［lSlmei］←→［lizmix（清明)］
沖縄語辞典に「清明siimii」（si＝li）とある。
42．穀雨日古古勿［kukuu］←→［kuku,ｕ（穀雨)］
沖縄語辞典に「穀雨kuku？u」とある。
43．立夏日力喀［lik`a］←→［ri9kax（立夏)］
沖縄語辞典に「立夏riQkaa」とある。
44．小満日説臓［Suoman］←→［liuxmaN（小満)］
沖縄語辞典に「小満SjuumaN」（sjuu←liox）とある。「説」とIiuxが対応している
ことからみると、liuxは未だlioxと発音すると考えられる。以下の４７，６１，６４の小暑、
小雪、小寒もそうである。
45．芒種日泊書［po5u］<￣＞［boxliux（芒種)］
沖縄語辞典に「芒種boosjuu」（sj＝!i）とある。
46．夏至日喀直［k`atlSl］←→［kaxtlix（夏至)］
沖縄語辞典に「夏至kaacii」（ci＝tli）とある。
47．端午日且古［tanku］←→［taN9u（端午)］
48．小暑日説叔［lSuo5u］←→［lioxIiu（小暑)］
沖縄語辞典に「小暑Kuu？aQisa」とある。二十四気の「小暑」（しようしよ）のよ
うな読み方ではない。
49．大暑日代叔［tailsu］←→［dailiu（大暑)］
沖縄語辞典に「大暑,uu？agisa」とある。二十四気の「大暑」（だいしよ）のよう
な読み方ではない。
50．伏日日福古日即［fuku2ittsi］←→［①ukud3itsi（伏日)］
51．立秋日力書［li5u］←→［ri？ｌｉｕｘ（立秋)］
沖縄語辞典に「立秋riQsjuu」（sj＝li）とある。
52．虎署日度古禄阿即熱［tukuluatsisa］←→［tukuru？atsisa（処暑さ)］
沖縄語辞典に「処暑tukuru?a9isa」（Gi＝tsi）とある。音記は「処」と「暑」の組
み合わせで、二十四気の「処暑」（しよしよ）の読み方ではない。
53．七夕日達掌八達［tanapata］←→［tanabata（七夕)］
沖縄語辞典に「七夕tanabata」とある。
54．中元日諸光［tlsukuaU］←→［tliuxguaN（中元)］
55．白露日法古禄［fakulu］←→［のakurux（白露)］
沖縄語辞典に「白露hakuruu」（ｈａ←①a）とある。
56.秋分日書奔hsupuen]←→［liuxbuN(秋分)］
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沖縄語辞典に「秋分SjuubuN」（sj＝ＩＤとある。
57．中秋日諸書［tSuSu］←→［tliuxIiux（中秋)］
58．寒露日剛禄［kaUlu］←→［kaNru（寒露)］
沖縄語辞典に「寒露kaNru、kaNruu」とある。
59．霜降日石木古答禄［s1mukutalu］←→Uimukudaru（霜降る)］
沖縄語辞典に「霜ｓｉｍｕ」（si＝Ii）とある。音記は二十四気の「霜降」（そうこう）
の発音ではない。
60.重陽日如若［2luZuo］←→［d3iuxiox（重陽)］
61．立冬日力讃［litu］←→［ri?tux（立冬)］
沖縄語辞典に「立冬riQtux」とある。
62．小雪日説由及［lsuoieutGi］←→［lioxiutli（小雪)］
沖縄語辞典に「小雪kuujuci」にゆき）とあり、「しようゆき」と同じ、二十四気
の「小雪」（しようせつ）の発音ではない。
63．大雪日代由及［taiioutQi］←→［daiiutli（大雪)］
沖縄語辞典に「大雪９uujuci」（おおゆき）とあり、「だいゆき」と同じ、二十四気
の大雪（だいせつ）の発音ではない。
64．冬至日讃日［tuZ1］←→［tuxd3i（冬至)］
沖縄語辞典に「冬至tuuzi」（zi＝d3i）とある。
65．小寒日説干［suokan］←→［lioxkaN（小寒)］
沖縄語辞典に「小寒sjuukaN」（sj＝!i）とある。
66．大寒日代干［taikan］←→［daikaN（大寒)］
沖縄語辞典に「大寒deekaN」（dee←dai）とある。
67．臘日日那日即［no2W1tsi］←→［roxd3itsi（臘日)］
第一音節対音字の子音ｎがｒと対応するのは四川羅江方言、ｌ混同の影響を受けた
と考えられる。
68．除夜日如研［2uia］←→［d3iuia（除夜)］
69．月日括子［kuatsl］←→［guatsi（月）］
沖縄語辞典に「月guatsi」とある。琉球語彙にも「monthgwatsee」とある。
70．日日泥子［nitsl］←→［nitli（日）］
沖縄語辞典に「日nici」（ci＝tIi)、琉球語彙に「nitchee日」とある。
71．朔日由毎街禄［ioum9ikailu］←→［iumikairu（蘇る)］
ここの「朔」は「i朔」の通用字だと考えられる。
72．朔日日即達及［tsitatGi］←→［tsiitatji（朔)］
沖縄語辞典に「朔Qiitaci」（Qi＝tsi、ｃｉ＝tli)、琉球語彙に「Ｔｈｅｆｉｒｓｔｄａｙｃｈｅｅ
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tatchee」とある。
望日日洵及即［GyntGitsi］←→［boxd3itsi（望日)］
第一音節対音字「洵」は「泊」（po）の誤字だと考えられる。第三音節的子音からみ
ると「即」の子音はまだ口蓋化していない。
晦日日怪宜及［kuainitQi］←→［kuainitli（晦日)］
節日些古宜即［sickunitGi］←→［si?kunitli（節供日)］
沖縄語辞典に「節供siQku」とある。琉球対音からみると、第一音節「些」は未だ
口蓋化していない。「宜」は鼻音子音で羅江方言の発音である。
以下、原文に「右四時」（以上は四時類）という説明語が有る。
日日及即［tGitsi］←→［d3itsi（日）］
沖縄語辞典に「日ziQi」（zi＝d3iGi＝tsi）とある。
景日喀［k`a］←→［kaxgax（影・陰)］
沖縄語辞典に「影陰kaa9aa」とある。ｇａａの対音字がない。
畷旭日許一即［Qyitsi］←→［のiidzi（ひいず)］
曙日阿及不奴［atGipunu］←→［atliburu（曙)］
第四音節子音ｒが対音字のｎで対音されたのは羅江方言の影響である。
日哺日苦力［k`uli］←→［kuri（暮)］
沖縄語辞典に「暮れるjuQkwijuN」（kwi←kuri←kure）とある。
瞳朧日阿喀及即［ak`atGitsi］←→Pakatsitli（曉)］
沖縄語辞典に「曉？akaQici?uki」（｡＝tsici＝tIi）とある。子音から見ると、第
三対音字と第四対音字の順序は逆であったことも考えられる。
礒日阿熟虚［asaGy］←→Pasa①ｉ（朝日)］
「熟」の子音がｓと読むのは羅江音で、北京音は1sと読む。
畷晦日古Iiiill石［kula91］←→［kurali（暗し)］
朝日阿熟［asa］←→Ｆａｓａ（朝)］
沖縄語辞典に「朝,asa｣、琉球語彙に「ｍｅａｌ２ｎｄ(twohoursafter）Assabung
（朝飯）とある。「熱」の子音は羅江音でs、北京音でβと読む。
晨旦日阿石答［a51ta］←→Palita（朝)］
暮夕日八骨［paku］←→［baku（莫)］
夕又日由比［ieupi］←→［iubi（夕)］
沖縄語辞典に「昨夜juubi」とある。
量日喀熟［k`asa］←→［kasa（量)］
「黙」は羅江音である。
華日泥寡［nikua］←→［nigiuau（賑わう）］
73.
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対音字音と琉球音は少しズレがある。
夕陽日石直薬Mt51iau]←→[Iitliiox(夕陽)]
薬は羅江音で［io］と読む。
返照日薫學［GynGyo］←→［①enliox（返照)］
月日即及［tsitGi］←→［tsitli（月）］
沖縄語辞典に｢月Cici｣(Gi＝tsici＝tIi)､琉球語彙に｢moon､fullmaroostitchee」
とある。
臘朧滕腫日武不禄［upulu］←→［?uburu（朧)］
臘日阿及卿喀那lliil即［atGilak`analatsi］←→［？atlilakanalatsi（明らかならず)］
星宿日佛什［foSl］←→［のuｌｉ（星)］
沖縄語辞典に「星husi」（si＝i)、琉球語彙に「starsfooshii」とある。
二十八宿日宜如法叔古［J1i21ufalsuku］←→［nid3iu①aIiuku（二十八宿)］
杓日即喀［tsik`a］←→［tsika（橘)］
奎魁日熟及喀及［satGik`atGi］←→［satlikatli（先駆)］
昴日佛什武［folstu］←→［①uｌＰｕ（星を)］
「佛什」は95に参照する。「武」は「を」の対音字だと考えられる。
畢日許即［Gytsi］←→［のitsi（畢)］
觜日武喀眉［ukamoi］←→［ux9ami（おおかめ)］
「觜」は「くちばと」で、ここではおそらく「鼈、誼」など字に間違って音記した
だろう。
以下、「右日星」という説明語が有る。
風日喀即［k`atsi］←→［Kadzi（風)］
沖縄語辞典に「風kazi」（zi＝d3i→dzi)、琉球語彙に「windkazzee」とある。
臓日奴瓦及［nuuatGi］←→［?］
琉球音は不明。
馳腿鴎鰯日武父喀即［ufukatsi］←→［puikadzi（大風)］
沖縄語辞典に「大風,uukazi」（zi＝dzi）とある。第二音節対音字的ｆ子音からみ
ると、当時の首里語の第二音節に子音のはあったようだ。
雲日骨木［kumu］←→［kｕｍｕ（雲)］
沖縄語辞典に「雲ｋｕｍｕ｣、琉球語彙に「cloudkoomoo」とある。
霊日骨木奔武那息［kumupuenunasi］←→［kumubuNunasi（雲雲をなす)］
雷日喀密掌利［k`aminali］←→［kaminari（雷)］
沖縄語辞典に「雷kaNnai」（Ｎ←ｍｉｉ←ri）とある。
震日福禄［fulu］←→［①urux（振る)］
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109．雲霞日一喀即及［ik`atsitQi］←→［pikadzitli（雷)］
110．震震日一喀即及奴古一［ik`atsitGinukuix］←［,ikadzitlinukui（雷の聲)］
沖縄語辞典に「声ｋｗｉｉ」とある。
111．雨日阿眉［amOi］←→Ｐａｍｉ（雨)］
沖縄語辞典に「雨９ami｣、琉球語彙に「rainamee」とある。
112．淋露謀日那喀阿眉［nakaamei］←→［naka？aｍｉｘ（森)］
113.棟日孤力［kuli］←→［kuxri（i水)］
「1東」は「東」と書くべき。沖縄語辞典に「iZkkuuri」とある。
114．罪零湧花日阿眉父禄［ameifulu］←→PamiZのuru（雨降る)］
沖縄語辞典に「雨降り？amihui」（ｈ←①ｉ←ri）とある。
115．雪日由及［ieutGi］←→［iutli（雪)］
沖縄語辞典に「雪」′juci」（ci＝tIi）とある。
116．霜日石木［lslmu］←→Ｕｉｍｕ（霜)］
沖縄語辞典に「霜ｓｉｍｕ」（si＝li）とある。
117．露日即由［tsiiau］←→［tsiiu（露)］
沖縄語辞典に「露Qiju」にi＝tsi）とある。
118．烟日及木里［tGimuli］←→［tlimuri（煙)］
沖縄語辞典に「煙cimuri」（ci＝tIi）とある。
119．霞日喀席米［k`asimi］←→［kasimi（霞)］
120．電日以掌即木［inatsimu］←→［７inadzima（電)］
対音字「木」の母音「u」は琉球音の「a」に合わなく、誤字かもしれない。
亦日一那必喀力［inapik`ali］←→Pinabikari（稲光)］
121．霧雰日及里［tGili］←→［tIiri（霧)］
沖縄語辞典に「霧ciri」（ci＝tli）とある。
122．露蠕蝉虹日宜及［JIitoi］←→［nid3i（虹)］
沖縄語辞典に「虹nuuzi」（zi＝d3i）とある。対音は日本本土の読方である。
123．霞日阿疎l里［alali］←→Parari（霞)］
沖縄語辞典に「霞juci」琉球語彙に「rainbowroo-oojee」とある。対音は日本本
土の読方である。
124．電日簿［po］←→［p`iｏ（電)］
琉球音は「ひょう」に「p」の子音を持っているだろう。
以下、「右風雷」（以上は風雷類）という説明語が有る。
鐸地第五
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地日直［tsl］←→［d3ix（地)］
沖縄語辞典に「地zii｣、琉球語彙に「earthjee」とある。
土坤日即直［tsitlsl］←→［tsitIi（士)］
沖縄語辞典に「土′Nca」とある。対音は日本本土の読方である。
地祇日直奴喀米［tlSlnuk`ami］←→［d3inukami（地の神)］
沖縄語辞典に「神ｋａｍｉ」とある。
彊日熟界［sakai］←→［sakai（境)］
沖縄語辞典に「境sakee」（ｅｅ←ａｉ）とある。
咳日及瓦［tGiua］←→［tliua（極)］
沖縄語辞典に「極ｃｉｗａ」（ci＝tli）とある。咳、遠い地上の果て。
封界域日熟喀－［sakai］←→［sakai（境)］
128條と同じな発音。
郊日午喀［uk`a］←→［puka（岡)］
野日奴［､u］←→［nox（野)］
沖縄語辞典に「野ｎｏo」とある。
甸日午熱木六［usamulu］←→Ｐｕｓａｍｕ或いは？usamiru（治る)］
旬、領地をおさめる、支配する。二つの解読に、「おさむ」（｢旬」の古読）は
「六｣、「おさめる」は「木｣、それぞれ餘分の対音字と母音に合わない対音字である。
澤日熟瓦［saua］←→［saua（澤)］
沖縄語辞典に「沢saku、suku」と発音する。ｓａｕａと読むのは本土の読み方であ
る。
國日古古［kuku］←→［kuku（国)］
沖縄語辞典に「大国teekuku」（tee←ａｉ）とある。
邦州日古宜［kuni］←→［kuni（国)］
沖縄語辞典に「国kuni」とある。
郡日公［kuU］←→［kuN（郡)］
縣日木納［muna］←→［ｍｕｒａ（村)］
沖縄語辞典に「村mura」とある。『琉球鐸』には中国の県が琉球の村、島にあたる
行政区を見ている。ｎとｒにスレが有り、羅江音がｎをｌと読む現象を反映する。
邑日有［iou］←→［iux（邑)］
郷黛日熱度［satu］←→［satu（里)］
郷又日覺［tGye］←→［tjiox（郷)］
「覺」は官話の口語音［tGio］と読む可能性も考えられる。
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鄭日濁那力［tunali］←→［tunari（郷)］
沖縄語辞典に「郷tunai」（i←ri）とある。
里日燭古禄［tukulu］←→［tukuru（所)］
沖縄語辞典に「所tukuru」とある。
亦日利［li］←→［rｉ（里)］
沖縄語辞典に「里ｒｉ」とある。
京都日米牙古［miiaku］←→［miiaku（都)］
沖縄語辞典に「都mijaku」とある。
部日瓦喀即［uak`atsi］←→［uakatsi（部)］
番日直木奴奴阿石［tplmununua51」←→［tlimununu9ali（獣の足)］
ここの「番」は「蟠」に当てた用法。
隅日息米［simi］←→［sｉｍｉ（隅)］
沖縄語辞典に「隅９imi」（Si＝si）とある。
先日宜石奴一必息［ni51nuipisi］←→［niIinu9ibisi（西の戌)］
完族、中国北西部住んでいた民族。
田嶬日午休［uni］←→［？uni（晴)］
畔日答奴熱喀一［tanusakai］←→［tanusakai（田の境)］
肝阻坊匠日及麻答［tQimata］←→［tIimata（肝)］
破杲日即即米［tsitsimi］←→［tsitsimi（堤)］
塵瑛日及力［tGili］←→［tliri（塵)］
，沖縄語辞典に「塵ciri」（ci＝tIi）とある。
原文に以下「右土地」（以上は土地類）という説明語が有る。
原文の次の部分は「鐸地第五･村島」となり、「琉球日倭急掌」から
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「赤尾唄日什及
必叔」まで全文合計199條の寄語は筆者の論文『｢琉球訳」における琉球地名の対音解
読』（琉球の方言21号1996年）によって解読された。それを参照してください。
鐸數第七
154.-壹日抵即［titsi］←→［tixtsi（一)］
沖縄語辞典に「－tiitGi」（Qi＝tsi)、琉球語彙に「oneteetsee」とある。
155．二試日答即［tatsi」_＞［taxtsi（二)］
沖縄語辞典に「二taaQi」にi＝tsi)、琉球語彙に「twotatsee」とある。
156．三彗日米即［mitsi］－鯵［mixtsi（三)］
沖縄語辞典に「三miiQi」（Gi＝tsi)、琉球語彙に「threemeetsee」とある。
157．四日Ⅱ育即［iotsi］－＞［ioxtsi（四)］
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沖縄語辞典に「四juuQi」（juu←joxGi＝tsi)、琉球語彙に「foureotsee」とあ
る。
158．五伍日一即即［itsitsi］－＞［itsitsi（五)］
沖縄語辞典に「五？iCi9i」にi＝tsi)、琉球語彙に「fiveittitsee」とある。
159．六日栂即［mutsi］←→［muxtsi（六)］
沖縄語辞典に「六muuQi」（Qi＝tsi)、琉球語彙に「sixmootsee」とある。
160．七日納納即［nanatsi］_＞［nanatsi（七)］
沖縄語辞典に「七nanaQi」（Gi＝tsi)、琉球語彙に「sevennannatsee」とある。
161．八日呼即［iatsi］－＞［iaxtsi（八)］
沖縄語辞典に「八jaaQi」にi＝tsi)、琉球語彙に「eighteyatsee」とある。
162．九日科姑奴即［k`okunutsi］_シ［kokunutsi（九)］
沖縄語辞典に｢九kukunuQi｣(Qi＝ｔｓｉｋｕ←ｋｏ)､琉球語彙に｢nightkoonnitsee」
とある。
163．十日禿即［t`utsi］－諺［tux（十)］
沖縄語辞典に「十tuu｣、琉球語彙に｢tentoo」とある。琉球音からみると、第二
対音字「即」は術字である。徐葆光『中山伝信録』にも「十抱子」（t`utsi）であっ
て、『琉球課』はその影響を受けた可能性がある。
164．十一日禿抵即［t`utitsi］<－＞［tuxtiXtsi（十一)］
「十」（163條）と「－」（154條）の組み合わせ。原文に「日」は「月」に間違えた。
165．旬日祖［ts`u］－シ［d3iuX（十)］
沖縄語辞典に「十zuu」（z＝d3i)、琉球語彙に「tenjoo」とある。
166．二十日臓祖［nits`u］一夕［nid3iuz（二十)］
沖縄語辞典に「二十nizuu｣、琉球語彙「twentyneejoo」とある。琉球語彙に、
ｔｗｅｎｔｙは「百」の発音をして、ｔｗｅｎｔｙｏｎｅからtwentynineまでは百十から百九十
までの発音をして、誤記である。『琉球鐸』の「二十」と以下の三十、四十、五十、六
十、八十、一百、千、－千など條目の対音字は『中山伝信録』と同じである。
167．三十日惨祖［ts`ants`u］－診［saNd3iux（三十)］
沖縄語辞典に「三十saNzuu｣、琉球語彙に「thirtysanjoo」とある。
168．四十日細祖［Qits`u］〈－＞［lixd3iuz（四十)］
沖縄語辞典に「四十sizuu」（si＝li)、琉球語彙に「fortysheenjoo」とある。
169．五十日古祖［kuts`u］－骸［gud3iuz（五十)］
沖縄語辞典に「五十guzuu｣、琉球語彙に「fiftygoonjoo」とある。
170．六十日六古柤［lukuts`uルー＞［rukud3iux（六十)」
沖縄語辞典に「六十rukuzuu｣、琉球語彙に「sixtyroocoojoo」とある。
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七十日納祖［nats`u］－mnanad3iux（七十)］
「na」の対音字は一つ少ない。
八十日河汁祖［xYt51ts`u］－＞［hat1id3iux（八十)］
沖縄語辞典に「八十hacizuu」（ci＝tli)、琉球語彙に「eightyfatcheejoo」とあ
る。
九十日枯祖［k`uts`u］－影［kud3iux（九十)］
沖縄語辞典に「九十kuzuu｣、琉球語彙に「ninetycoojoo」とある。
－百日夏古［Giaku］－＞［hiaxku（百)］
沖縄語辞典に「百hjaaku｣、琉球語彙に「hundredhacoo」とある。
百日木木［ｍｕｍｕ］←→［ｍｕｍｕ（百)］
沖縄語辞典に「百ｍｕｍｕ」とある。
千日先［Gien］－＞［liN（千)］
沖縄語辞典に「千ｓｉＮ」（si＝!i)、琉球語彙に｢hundred(thousandの誤記）Sing」
とある。
一千日一貫［ikuan］篭－診［,i,kaN（一貫)］
沖縄語辞典に「一貫つｉＱｋｗａＮ」とある。
萬日由六即［ieulutsi］<－診［iuludzi（萬)］
兆日著［tsuo］－＞［tliox（兆)］
億日武古［ukuルー＞［?uku（億)］
絲日十［ＩＳＩ］一議Bｉ（糸)］
毫日及［kiルー＞［kix（毛)］
沖縄語辞典に「毛kii」とある。琉球音から見ると、「及」の子音はまだ口蓋化して
いない。
忽日服即［futsi］一一［①utsi（忽)］
麓日力［li］<－＞［rｉ（蘆)］
分日瓦喀即［uakatsi］一議［uakatsi（分つ)］
対音は「分」の動詞音で、度量単位の発音ではない。
銭日買毎［maimaiルーシ［ｍａｉｍｉ（枚目)］
沖縄語辞典に「枚ｍｅe」（ｅｅ←ａｉ）とある。『琉球館讓語』、陳侃『使琉球録』、夏
子陽『使琉球録』、請崇業『使琉球録』、徐葆光『中山傳信録』に「一銭、二銭、三銭
……八銭、九銭、一雨」など十項目は全部「Ｘ（１－１０）買毎」で対音した。『琉球鐸』
もその影響を受けたと考えられる。
亦日毛維［mauuai］<－＞［ｍａｉ（枚)］
対音字音「uuo」の部分は琉球音に合わない。
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両日IUD茶切［lo］←→［rox（雨)］
「11ﾘ11茶切」は反切音記てある。『中山伝信録』から引用したものだから、子音は「ﾛﾘU」
の子音のｌで母音は「茶」の蘇州音の［o］である。沖縄語辞典に「雨roo」とある。
亦日周維［tlsOuuoi］←→［？］
半日納喀巴［nak`apa］←→［nakaba（半ば)］
沖縄語辞典に「半ばnakaba」とある。
一様日一奴掌奴［inunanu］←→［？］
亦日因以木奴［inimunu］←→［？］
輕日喀羅黙［k`aluosa］←→［karusa（軽さ)］
徐葆光『中山伝信録』から引用した條目。「羅」は徐氏方言の蘇州音の「lu」で、北
京音の「luo」ではないと考えられる。
重日五卜熟［upusa］←→Pubusa（重さ)］
沖縄語辞典に「重いうNbusaN」（９Ｎ←ｕ）とある。
軍日許燭力［Gytuli］←→［のituri（濁り)］
蔓日甫答即［futatsi］←→［のutatsi（二つ)］
多日屋火熟［uxuosa］←→Ｐｕのusａ（多い)］
沖縄語辞典に「多いうuhusaN」（hu＝①u）とある。『中山伝信録』から引用したも
の。第二音節は北京音の「xuo」ではなく、蘇州音の「xu」と読むことが考えられる。
亦日烏石［u５１←→［uxli（多い)］
少日一革拉熟［ikalasa］←→［,ikirasa（少ない)］
『中山伝信録』から取入れた條目。沖縄語辞典に「少いうikirasaN」とある。
亦日息古那石［sikunaSl］←→［sikunali（少ない)］
又日速都［sutu］←→［su,tｕ（少ない)］
沖縄語辞典に「少ないsuQtu」とある。『中山伝信録』から取入れた條目。
一両日執買毎［tlS1maim3i］←→［d3i,ｍａｉｍｉ（十枚目)］
『中山伝信録』から取入れた條目。
十両日撒姑毎［sakumei］←→［のiakumaimi（百枚)］
『中山伝信録』から取入れた條目。「①ia」を「sa」と音記して、ズレが有る。「－銭」
から「一雨」までのように、「買毎（枚目)」とすべきで、ここに「枚」の対音字が脱
落した可能性が有ると考えられる。
百両日撒牙姑［saiaku］←→［のiaku（百)］
『中山伝信録』から取入れた條目。「撒牙」二字は「①ia」を音記した。
萬歳日麻執燭石［malSutulSl］←→［（？）ｔｕｌｉ（？歳)］
「麻執」は『中山伝信録』の対音字として踏襲され、「萬」の意味だが、琉球語の発
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音が不明。
千歳日森那［senno］←→［siNno（千の)］
「千」は176條を参照する。「那」は「の」の対音字だと考ン
山伝信録』から引用したものである。
萬萬歳日麻由燭石［maioutu51］←→［（？）ｔｕｌｉ（？歳
これも『中山伝信録』と同じな條目である。「麻由」の琉ｌ
規日以喀答［ik`ata］←→Pikata（苑)］
沖縄語辞典に「鋳型？ikata」とある。
矩日奴力［nuli］←→［nuri（矩)］
準日順［sun］←→［d3iuN（準)］
繩日那尾［nauei］←→［nax（縄)］
沖縄語辞典に「繩naa」とある。「尾」の琉球音は不明。
斤日金［tGin］←→［tliN（斤)］
沖縄語辞典に「斤ｃｉＮ」（ci＝tli）とある。
權日法喀力［fak`ali］←→［①akari（秤)］
沖縄語辞典に「秤hakai」（ｈａ←①ａｉ←ri）とある。
量関1旧法喀禄［fak`alu］←→［①akaru（量る)］
衡日由古答瓦禄［ieukutauaru］←→［iukutauaru（衡)］
秤日古版［kuban］←→［gubaN（碁盤)］
沖縄語辞典に「碁盤gubaN」とある。
度日燭［tu］←→［dｕ（度)］
沖縄語辞典に「度ｄｕ」とある。
餓日燭石［tusl］←→［tuxli（戦子)］
亦日法介依［fakaii］←→［①akai（秤)］
207條の「權日法喀力」を参照。
丈日著［tSuo］←→［d3ioz（丈)］
沖縄語辞典に「丈Zoo」（Zoo＝d3iox）とある。
岡日答及［tatGi］←→［tatli（丈)］
尺日石牙古［Sliaku］←→Hiaku（尺)］
沖縄語辞典に「尺sjaku」（sj＝Ii）とある。
寸日尋［Gyn］←→ＵｉＮ（寸)］
沖縄語辞典に「寸ｓｉＮ」（si＝ＩＤとある。
尋日答竹休禄［tat5unilu］←→［tadzuniru（尋ねる)］
[siNno（千の)
｢ えられる。
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沖縄語辞典に「尋ねるtaPinijUN」（?i＝dzi←dzu）とある。第二対音字「竹」の
母音ｕから見ると、琉球音もｕと読むべきである。
常日即祢［tsini］←→［tsini（常)］
沖縄語辞典に「常Qini」（9i＝tsi）とある。
斗日濁［tu］←→［tｕ（斗)］
沖縄語辞典に「斗ｔｕ」とある。
餅日古［ku］←→［kuku（隅)］
対音字が一つ脱落した可能性が有る。
升日奴不禄［nupulu］←→［nuburu（登る)］
沖縄語辞典に「登るnubujuN」とある。ここは｢升｣の動詞音であり、「ます(枡)」
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の発音ではない。
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